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から遅れる結果となった．�
���� 取得までは，ある意味，「���� とるぞー，おぉ
ー」的な勢いにまかせた面があり，短期間で ����を取
得できたはいいが，本当の苦労はこれからという事態が

まさに具現された状態である．この状況下で，以降に述

べる適用範囲変更を行った（本稿執筆時点では変更審査

受審前）．�

���適用範囲変更のための活動�

冒頭部で述べたように，本センター蔵本分室は ����取
得後に変更審査により適用範囲に含める方針のため，平

成��年�月に審査機関と連絡をとり変更手続きのための
前準備に入った（定期審査の時に行う選択肢もあった）．

本学の場合，���� の認定範囲の変更には審査機関側に
変更届を提出し，変更届から�か月以内に変更審査を受
審する手順であることから，前述の是正事項の対応も含

め，�月上旬の受審とし，�月上旬に変更届を提出した．�
適用範囲変更のための作業は，����の����サイクル
を �（計画）から開始することと言える．これは，
���������������� ������ ���� の確立� ��で規定される，
「���� の適用範囲及び境界を定義する」���に該当する

ためである．この �（計画）においては，図��に示すよ
うに，適用範囲及び境界の変更により洗い出される新た

な情報資産のリスクアセスメント，リスク対応のための

管理目的及び管理策の選択という流れを経て，�（実行）
サイクルへ移行する．�
今回の適用範囲変更では，図��に示す ����基本方針や
リスクアセスメントに対する組織の取組み方には変更を

加えなかった（必要性がないと判断した）ため，実質的

には新たな適用範囲及び境界の策定，情報資産の洗い出

し，脅威の洗い出し，リスク評価といった�の残る部分
についての作業を行った．また，蔵本分室で提供される

サービスも認定済みの範囲で提供しているものと同じで

あるため，サービス上の変化はない．よって，適用宣言

書自体には変更は生じなかったが，各種規定類，下位手

順書・マニュアル等は該当部分を変更している．�

�����リスクアセスメント�

情報化推進センター蔵本分室は，図��に示す �部屋構
造であり，入口手前から，受付・執務室，��室として
運用されてきた．予備的なリスクアセスメント行ったと

ころ，受付領域，執務領域の分離が必要と判断したが，

しかし予算と住環境悪化の問題から，境界の明示と簡易

パーテーションによる分離とした．その際，受付領域は

一般人が立ち入る領域であるが，執務領域，��室は職
員あるいは特別に許可された場合のみの立ち入りを許可

するリスク対応策とした．そのほかいくつかの対策を事

前に行い，ある程度対応済みとなった時点で，���� 手
順に従ったリスクアセスメントを実施し，問題点が小さ

くなるように配慮した．なお，確認された問題点は是正

あるいは予防措置として対処する計画としている．余談

であるが，蔵本地区は電源事情が常三島地区より悪く（こ

れもリスク），時間帯による電圧変動幅が大きく±���程
度の変動は普通である．このため，蔵本分室には以前か

ら ���（交流定電圧電源装置）を介して ���を接続し
ている（リスク対応）．�

�

図��� ����の����（計画）のフェイズ�

�
図��� 蔵本分室概略図�

�����内部監査ほか�

内部監査は �月 �日から ��日の間で実施された．これ
はヒアリングと実施確認を主体とするもので，今回は適

用宣言書の管理策実施状況の確認を中心に行われた．蔵

本分室に関する内部監査からの指摘事項は，入退出管理

の記録不備や業務記録の不備が主であった．今後，マネ

ジメントレビューを経て，改善プロセスに取り組む．�

���おわりに�

� 本稿では，����取得後の活動のうち，����の適用範
囲変更の例を取り上げた．これは ����の����の �か
らサイクルを回すことに他ならない．幸い認定取得時の

経験から，人的リソースが大幅に削減された現在の状態

でも，短期間で����サイクルを一巡することが可能に
なったと思われる．あとは �月の変更審査待ちである．�
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福岡教育大学「学術情報センター」の発足

副学長(学術情報担当）・学術情報センター長 大坪 靖直

副理事(評価担当）・学術情報副センター長 清水 紀宏

平成 24 年 7 月 1 日，福岡教育大学学術情報センターが発足した。これは，附属図書館と情報処理

センターの統合によるものである。

１．「附属図書館」と「情報処理センター」の組織統合

福岡教育大学は九州唯一の教員養成系大学として，長年にわたって，教員の養成，教育者の育成を

行っており，教育を通して生涯学習社会への対応に必要な能力を持った人財の育成を支援してきた。

附属図書館と情報処理センター，また，これ

らを支える事務組織の学術情報課と情報推進課

は，本学の情報関連組織として，情報基盤や大

学(事務）情報の運用管理にあたり，本学の教

育研究及び社会貢献を支援してきた。この四組

織を統合することによって情報の収集・管理・

運用が一元化され，情報システム・ネットワー

ク関係業務と，学術資料の提供の業務について，

マクロな視点から見直すことが可能となり，本

学での情報活用促進が一層高まると期待でき

る。このことは本学の教育研究や社会貢献の支

援向上につながり，生涯学習社会への一層の貢

献が可能となる。

２．「学術情報センター」の組織

学術情報センターには，

「学術情報運用部門」「メ

ディア教育支援部門」「情

報基盤部門」等の研究部門

を置くことができ，プロジ

ェクト型の研究を推進して

いくことになる。このこと

は，センターの情報収集・

管理・提供に係る業務の高

度化を図ることにつなが

る。これら研究部門と事務

部門(学術情報課）の連携

により，学生や教職員によ

る情報活用が促進される。
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３．展望と課題

統合前は，情報関連組織がそれぞれの役割を遂行するべく機能してきた。統合後は，組織が一体と

なって機能し，情報基盤を確立するともに，他の学内組織と連携することによって，学習・教育・研

究支援の強化ならびに情報化の推進にあたっていく。このことで以下のことが期待できる。

① 教育研究の高度化

情報基盤を活用した，新たな授業や研究を展開できるようになる。

② 教員養成・教育者育成支援の高度化

課題を発見し解決する能力や，生涯にわたって知識を活用する能力をもった教員の養成を支援

し，また教育者の育成を支援することができる。

③ 社会貢献の進展

上記①②による本学教員の学術文化発展への寄与，本学卒業生の学校(園）教育への貢献，

及び地域連携の増進による社会貢献が進展していく。

④ 情報関連の人財育成の機会創出

教職員へ情報関連のスキル獲得機会を提供することによって，上記の効果を強化する。

⑤ 大学情報の活用促進

大学情報を迅速に収集・管理・運用・発信できるようになり，本学の運営及び社会貢献に寄与

することができる。

⑥ 学習機会の多様化

ラーニングコモンズのような，情報設備と図書館資料を活用した学習の場が提供されることに

より，学習機会が多様化する。

⑦ 図書館機能の向上

情報ネットワークを介した情報収集や情報活用を行う環境がさらに整備され，図書館の教育研

究支援機能が活性化する。

⑧ 大学ブランド「福教大ブランド」の確立

大学が優れた教員，教育者を養成(育成)することを通じて，大学の価値を高め，ひいては地域

社会での存在価値を高めていく。

組織統合の意義を具現化するためには，解決すべき課題もある。他組織との連携のあり方，施設(建

物）の一体化，ニーズの把握，業務内容の精査などが課題となる。これらに対応し，期待に応えるべ

く，一歩ずつ前進していくこととしている。
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